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養護実習を指導した養護教諭へのインタビューを通じて、実習指導における経験と省

察を質的に分析した。分析の結果、13 のサブカテゴリーと６つのカテゴリーが生成され

た。協力者は実習を通して自己の専門性を再確認し、実践の省察や次世代育成への責任意

識を深めていた。実習指導には負担を伴う一方で、実習生の成長や他者からの反応が達成

感につながり、専門職としての自覚や組織的連携の重要性を再認識する契機となってい

た。 
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1 はじめに 

近年、子どもたちを取り巻く健康課題が多様化・複雑化
する中で、学校保健活動の中心的な担い手である養護教諭
には、単なる健康管理にとどまらない多様で専門的な対応
が求められている（中央教育審議会 2008）。その育成には
現場での経験が不可欠であり、大学での学びと教育現場で
の実践が融合する養護実習は、その中核を担う重要な機会
とされている（大谷 2015）。 
これまでの教育実習に関する研究では、主として養護教

諭以外の担任教員を対象とし、実習生の意識の変容や能力
の形成など、実習生側の学びに焦点が当てられてきた（三
島 2009；姫野 2010；川田 2024など）。養護実習にお
いても同様に、児童生徒とのかかわりや実践経験を通して
得られる気づき、自己の課題の明確化など、実習生の成長
に関する知見が蓄積されている（仁王 2012；齋藤他 
2018；浅田他 2024など）。 
一方で、こうした実習生の学びを支える立場にある指導

教員、すなわち実習を受け入れ、指導を担う養護教諭自身

の経験や、実習指導を通じて得られる学びに着目した研究
は少ない。教育実習は、実習生だけでなく指導者にとって
も、自己の実践を見直し、他者との対話を通して専門性を
再構築する機会となり得ることが、近年の教育実習研究に
おいて指摘されている（阿部他 2021；坂本他 2024；浅
井他 2025）。教育が本質的に相互的な営みであると捉え
るならば、こうした省察的な学びは自然な結果ともいえる。
養護教諭にとって実習指導は、通常業務に加えて指導・評
価・連携などを要する負担の大きな業務である。しかし、
その一方で、専門性の再確認や職業的意義の再認識といっ
た肯定的側面をもつ可能性もある。こうした背景を踏まえ、
本研究では、養護実習の指導を経験した養護教諭へのイン
タビューを通して、養護教諭がどのような背景や思いを抱
いて実習に臨み、実習指導の中で何を経験し、どのように
省察したのかを記述的に明らかにすることを目的とする。
本研究は、実習指導を担う養護教諭に焦点を当てることで、
養護実習が指導教員にとっても意味のある営みであること
を示し、今後の養護実習のさらなる質的向上に資する基盤
的知見を提供することを目指す。 
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2 方法 

2.1 研究協力者とデータ収集方法 

養護実習の指導経験のある養護教諭を対象とし、縁故法
により協力者を募った。 
養護教諭が実習指導に臨む背景や思い、そこから得た学

びを、協力者自身の語りから丁寧に記述することを重視し
た。村井（2014）は、教育実践の背景には生活世界に根ざ
した価値観があると指摘しており、本研究でも養護教諭の
人生経験や専門的背景を含めた語りを通して、実習指導の
意味づけを探ることを目的とした。そのため、半構造化イ
ンタビューを用い、協力者が自由に語れるよう配慮した。
インタビューは2024年6月から12月にかけて実施し、1
人あたりの所要時間は33～102分であった。すべてICレ
コーダーで録音し、逐語録を作成した。インタビューガイ
ドは、研究目的に対応するよう構成し、主な質問項目は以
下の通りである。 

2.2 倫理的配慮 

倫理的配慮として、得られたデータについては個人情報
が特定できないように処理し、研究目的以外には一切使用
しない旨を説明した。なお本研究は、第一筆者が所属する
大学の倫理審査委員会の承認を得て行った。（承認番号：
T24-03D） 
 

2.3 分析方法 

トランスクリプトは、全体的な内容を把握するために記
述を数回繰り返し通読した。その後、まずは協力者ごとに
下記①、②を行った。 
①トランスクリプトを意味のまとまりごとに切片化し、

その内容を表す要約を付す。 
②類似性のある要約をまとめ、コードを付す。その際、

京極（2024）を参考に、データの中にある特定の質問に関
連するセグメントや、協力者の価値観、態度、信念に焦点
を当ててコーディングを行った。その過程で、データの意
味や本質を的確に反映する言葉やフレーズを生成した。 
続いて、協力者４名間でコードを比較・統合し、類似性

や関係性をもとにカテゴリーとサブカテゴリーを生成した。 
 

3 結果 

協力者の属性とインタビュー時間を表1に示す。 
分析から、実習指導を通じた養護教諭の経験に関する表

2 の枠組みが生成された。以下、カテゴリー名は【 】、サ
ブカテゴリーは〈 〉、コードは「 」、語りは『 』で示し
ながら、協力者たちの経験を記述する。プライバシーに配
慮し、語りは意味が変わらない範囲で一部変更した。なお、
以降は分析によって見出された3つの上位カテゴリーの流

① 現在の学校に勤務するまでの，勤務校などの経験を教えて

ください． 

② これまでどのような学生の養護実習を指導したのか教えて

ください． 

③ 養護実習を指導することで，自身の認識や価値観に変化が

ありましたか． 

④ 実習指導者として，どんな困難や課題に直面しましたか． 

⑤ それらにどのように対処しましたか．対処方法や工夫につ

いて教えてください． 

⑥ 実習指導者としての役割や責任について，どのように捉え

ていますか． 

⑦ 実習指導の経験から，どんなことを学びましたか．成長した

り，変化したと感じる点はありますか． 

⑧ 実習指導の経験を通じて得たことを今後の職務にどのよう

に生かしたいと考えていますか． 

表1 協力者の属性とインタビュー時間 

 

協協力力者者  年年齢齢  勤勤務務経経験験ののああるる校校種種  
実実習習受受けけ入入れれ回回数数とと受受けけ入入れれ

当当時時のの勤勤務務年年数数  

実実習習指指導導をを引引きき受受けけ

たた時時のの校校種種  

受受けけ入入れれたた実実習習生生

のの所所属属学学部部  

イインンタタビビュューー

時時間間  

AA 40 代 小学校，中学校，特別支援学校 1 回：7 年目 中学校 教育学部 33 分 

BB 50 代 小学校 
2 回 
1 回目：11 年目 
2 回目：16 年目 

小学校 看護学部 102 分 

CC 30 代 小学校，中学校 
2 回 
1 回目：17 年目 
2 回目：18 年目 

中学校， 
小学校 看護学部 47 分 

DD 40 代 小学校 1 回：15 年目 小学校 看護学部 65 分 

図1 インタビューガイド 
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れに沿って、協力者の語りをもとに記述していく。  

  
 

上上位位カカテテ

ゴゴリリーー  

カカテテゴゴリリ

ーー【【  】】  

ササブブカカテテゴゴ

リリーー＜＜  ＞＞  
ココーードド「「  」」  代代表表的的なな語語りりのの例例『『  』』  

養
護
教
諭
自
身
の
学
び
と
成
長 

養護教諭

としての

経験と実

習指導へ

の影響 

異動による

校種間の比

較と視点の

変化 

・中学生への保健指導の限界と小学校への異動決意（C） 

・小学校のきめ細やかな対応と中学校との違い（C）（D） 

『もう中学生になったらどうしようもない．生活習慣も出来上がって

て．だから小学校は長くかかわれるし，どんな感じかなって．』 

『小学校はちょっとしたことでも教師が家庭に連絡する．支援の仕方

が全然違うと思った．』 

小学校勤務

を通して得

た学びと指

導への反映 

・小学校での研修機会と知識の広がり（A） 

・小学校でのアレルギー対応と危機管理の学び（B） 

・長期的な発達支援への関心（C） 

『中学校は給食がなかったからアレルギー対応とか，全くしたことな

かった．』 

『小学校へ来て初めて嘔吐物処理とかエピペンの研修を任された．自

分で調べてすごく勉強になった．』 

実習指導

を通じた

専門性の

再確認と

深化 

実習を通じ

た自己成長

と省察 

・実習指導を通じた自身の変化（A）（B）（C） 

・養護教諭の仕事を伝えるための自己省察（A）（C） 

・実習指導による自己課題の発見（A）（B）（C） 

・子どもへの対応を振り返る機会としての実習（B）（C） 

・実習生の最新知識からの学びと自己省察（C） 

・実習生の丁寧な対応を見て自身を振り返る機会（B）（C） 

『養護教諭ってどんな仕事ってお伝えせなあかんって思ったら，振り

返るから，自分のやってることを．』 

『学生さんの対応見てたら，丁寧に問診してて．私ももう少し丁寧に

詳しく聞こうとか思ったりした．』 

実習生の評

価と指導者

としての責

任 

・実習生の評価に対する責任の重さと緊張感（C） 

・養護教諭の知識を伝えることへの慎重さと不安（（B）（C）（D） 

・実習指導で「養護教諭の魅力」を伝えることの重要性（A）

（B）（C） 

『評価付ける時に，この実習生の人生に関わることやと思ったら，や

っぱり緊張する．』 

『この実習で，この先生の夢を潰してしまったらあかんなって．養護

教諭っていいな，って思ってもらいたいのが一番．』 

実習指導

の負担と

達成感の

対比 

実習の成果

と喜び 

・実習生の授業と子どもの反応による喜びの共有（C） 

・子どもの笑顔を通じて実習生への良い経験提供を実感（C） 

・授業後の担任の先生からの感謝の言葉と意義の実感（A）（（B） 

『指導案を一緒に考えて授業をして，で，子どもたちから反応が返っ

てきたら，私が授業したわけじゃないけど嬉しいなっていう感覚はす

ごくあった．』 

『授業やってもらったら嬉しいよって，担任の先生は言ってくれる．』 

実習受け入

れの負担と

達成感 

・実習受け入れ準備の負担と事前計画の重要性（A）（C）（D） 

・実習指導のスタート前の負担感と終了後の達成感の対比（（B）

（C）（D） 

『「やっぱり先生，私，養護教諭を目指したいと思いました」って言っ

てくれて．ああ，よかったって思って．』 

『しんどいの分かってるけど，終わったら，「よっしゃ！やった！」っ

て思う感じ．スタートするまでがすごく嫌やけど，っていう感覚に近

いかも．』 

『じゃあ次はもっとこうしようって．』 

指
導
力
と
育
成
へ
の
責
任 

実習指導

における

指導力と

対応力の

向上 

実習生の受

け入れと指

導の工夫 

・初めての養護教諭実習受け入れと準備（A）（B）（D） 

・運動会に向けた保健活動と実習生の活用（B） 

・実習生の学びを考慮した保健行事の組み込み（A）（C） 

・授業の負担軽減を考えた実習生の活動（B）（C） 

・保健指導の重要性と実習生への挑戦機会（C） 

・実習生のスケジュール管理と指導計画の工夫（A）（B）（C） 

『どんな風に指導したらいいのか全然分からなくて，指導経験のある

先生に聞きまくった．』 

『保健指導は絶対やってもらおうと思って．やっぱり教える立場に立

つことも含めて，しんどいけど授業づくりって経験しておいたら，絶

対あとがラクだから．』 

実習指導と

業務の両立 

・自身の業務との両立の難しさ（C）（D） 

・実習準備の重要性と負担（A）（C）（D） 

・看護学部出身の自身と教育的指導の課題（B）（C） 

・看護学部所属の実習生の知識と適応力（A）（B） 

・実習生の積極性と信頼（A）（B）（C）（D） 

『実習を受け入れるってなったら，準備，頑張らなあかんなって思う．

何しようか，何伝えようかって考えるのは大変．実習中も自分の執務

もあるし．』 

『私は教育系の知識をちゃんと教えてもらったことないから，経験で

しか指導できないから．』 

実習生の指

導方法と関

わり方 

・学生の特性に応じた指導と関わり方の工夫（A）（B）（C） 

・実習指導を通じた基本の振り返り（A）（D） 

・実習生の課題に注目しすぎることへの反省（C） 

『学生さんのタイプにもよるけど，あんまり積極的じゃないタイプの

方だったら，「こうしたほうがいいよ」ってアドバイスすることの方が

多かったり．足りないところを探してしまったかも．』 

次世代養

護教諭の

育成と専

門職とし

ての責任

意識 

実習生受け

入れの意義

と育成への

自覚 

・養護教諭が一人職であるがゆえの実習生受け入れの意義（（B） 

・次世代の養護教諭育成への責任と受け入れの必要性（（B）（C）

（D） 

『養護教諭って一人だから．他の先生には分からない，自分だけが伝

えられる仕事があるし．』 

『やっぱり誰かが受け入れないと次の養護教諭が育たないから．』 

指導者とし

ての意識の

変化とキャ

リアの影響 

・ライフステージや経験の蓄積による意識の変化（A）（B）（C） 

・養護教諭の指導者としての役割を意識する年齢の変化（A）

（C）（D） 

『タイミングもあるかな．自分も子育てして，次世代を育てる意識と

か芽生えたかも．』 

『学生さんと年齢が近すぎたら，育てようっていう意識をもつのは難

しいかもしれんけど，今は思える』 

学
校
組
織
と
の
関
係

性 

学校組織

との連携

の強化と

調整力の

向上 

授業参加を

円滑にする

事前調整 

・実習生の授業参加のための根回しの重要性（B）（C） 

・事前調整としての授業日程確保の必要性（C）（D） 

 

『うちの先生たちは，どんどん授業やって下さい，って時間もらえる

んです．』 

『実習指導者としては，クラスに授業行かせてもらうとか，先の根回

しがちょっと足りなかったなっていうことが時々あった．』 

情報共有と

周知の工夫 

・実習生の存在を周知できなかったことへの反省（C） 

・保護者への周知の必要性(D) 

『保健室に来ない子は，実習生が来てることを知らないままだったと

思う．校長と相談して集会とかで紹介してもらえたらよかった．』 

     

表２ 実習指導を通じた養護教諭の経験 
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連するセグメントや、協力者の価値観、態度、信念に焦点
を当ててコーディングを行った。その過程で、データの意
味や本質を的確に反映する言葉やフレーズを生成した。 
続いて、協力者４名間でコードを比較・統合し、類似性

や関係性をもとにカテゴリーとサブカテゴリーを生成した。 
 

3 結果 

協力者の属性とインタビュー時間を表1に示す。 
分析から、実習指導を通じた養護教諭の経験に関する表

2 の枠組みが生成された。以下、カテゴリー名は【 】、サ
ブカテゴリーは〈 〉、コードは「 」、語りは『 』で示し
ながら、協力者たちの経験を記述する。プライバシーに配
慮し、語りは意味が変わらない範囲で一部変更した。なお、
以降は分析によって見出された3つの上位カテゴリーの流

① 現在の学校に勤務するまでの，勤務校などの経験を教えて

ください． 

② これまでどのような学生の養護実習を指導したのか教えて

ください． 

③ 養護実習を指導することで，自身の認識や価値観に変化が

ありましたか． 

④ 実習指導者として，どんな困難や課題に直面しましたか． 

⑤ それらにどのように対処しましたか．対処方法や工夫につ

いて教えてください． 

⑥ 実習指導者としての役割や責任について，どのように捉え

ていますか． 

⑦ 実習指導の経験から，どんなことを学びましたか．成長した

り，変化したと感じる点はありますか． 

⑧ 実習指導の経験を通じて得たことを今後の職務にどのよう

に生かしたいと考えていますか． 

表1 協力者の属性とインタビュー時間 

 

協協力力者者  年年齢齢  勤勤務務経経験験ののああるる校校種種  
実実習習受受けけ入入れれ回回数数とと受受けけ入入れれ

当当時時のの勤勤務務年年数数  

実実習習指指導導をを引引きき受受けけ

たた時時のの校校種種  

受受けけ入入れれたた実実習習生生

のの所所属属学学部部  

イインンタタビビュューー

時時間間  

AA 40 代 小学校，中学校，特別支援学校 1 回：7 年目 中学校 教育学部 33 分 

BB 50 代 小学校 
2 回 
1 回目：11 年目 
2 回目：16 年目 

小学校 看護学部 102 分 

CC 30 代 小学校，中学校 
2 回 
1 回目：17 年目 
2 回目：18 年目 

中学校， 
小学校 看護学部 47 分 

DD 40 代 小学校 1 回：15 年目 小学校 看護学部 65 分 

図1 インタビューガイド 
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れに沿って、協力者の語りをもとに記述していく。  

  
 

上上位位カカテテ

ゴゴリリーー  

カカテテゴゴリリ

ーー【【  】】  

ササブブカカテテゴゴ

リリーー＜＜  ＞＞  
ココーードド「「  」」  代代表表的的なな語語りりのの例例『『  』』  

養
護
教
諭
自
身
の
学
び
と
成
長 

養護教諭

としての

経験と実

習指導へ

の影響 

異動による

校種間の比

較と視点の

変化 

・中学生への保健指導の限界と小学校への異動決意（C） 

・小学校のきめ細やかな対応と中学校との違い（C）（D） 

『もう中学生になったらどうしようもない．生活習慣も出来上がって

て．だから小学校は長くかかわれるし，どんな感じかなって．』 

『小学校はちょっとしたことでも教師が家庭に連絡する．支援の仕方

が全然違うと思った．』 

小学校勤務

を通して得

た学びと指

導への反映 

・小学校での研修機会と知識の広がり（A） 

・小学校でのアレルギー対応と危機管理の学び（B） 

・長期的な発達支援への関心（C） 

『中学校は給食がなかったからアレルギー対応とか，全くしたことな

かった．』 

『小学校へ来て初めて嘔吐物処理とかエピペンの研修を任された．自

分で調べてすごく勉強になった．』 

実習指導

を通じた

専門性の

再確認と

深化 

実習を通じ

た自己成長

と省察 

・実習指導を通じた自身の変化（A）（B）（C） 

・養護教諭の仕事を伝えるための自己省察（A）（C） 

・実習指導による自己課題の発見（A）（B）（C） 

・子どもへの対応を振り返る機会としての実習（B）（C） 

・実習生の最新知識からの学びと自己省察（C） 

・実習生の丁寧な対応を見て自身を振り返る機会（B）（C） 

『養護教諭ってどんな仕事ってお伝えせなあかんって思ったら，振り

返るから，自分のやってることを．』 

『学生さんの対応見てたら，丁寧に問診してて．私ももう少し丁寧に

詳しく聞こうとか思ったりした．』 

実習生の評

価と指導者

としての責

任 

・実習生の評価に対する責任の重さと緊張感（C） 

・養護教諭の知識を伝えることへの慎重さと不安（（B）（C）（D） 

・実習指導で「養護教諭の魅力」を伝えることの重要性（A）

（B）（C） 

『評価付ける時に，この実習生の人生に関わることやと思ったら，や

っぱり緊張する．』 

『この実習で，この先生の夢を潰してしまったらあかんなって．養護

教諭っていいな，って思ってもらいたいのが一番．』 

実習指導

の負担と

達成感の

対比 

実習の成果

と喜び 

・実習生の授業と子どもの反応による喜びの共有（C） 

・子どもの笑顔を通じて実習生への良い経験提供を実感（C） 

・授業後の担任の先生からの感謝の言葉と意義の実感（A）（（B） 

『指導案を一緒に考えて授業をして，で，子どもたちから反応が返っ

てきたら，私が授業したわけじゃないけど嬉しいなっていう感覚はす

ごくあった．』 

『授業やってもらったら嬉しいよって，担任の先生は言ってくれる．』 

実習受け入

れの負担と

達成感 

・実習受け入れ準備の負担と事前計画の重要性（A）（C）（D） 

・実習指導のスタート前の負担感と終了後の達成感の対比（（B）

（C）（D） 

『「やっぱり先生，私，養護教諭を目指したいと思いました」って言っ

てくれて．ああ，よかったって思って．』 

『しんどいの分かってるけど，終わったら，「よっしゃ！やった！」っ

て思う感じ．スタートするまでがすごく嫌やけど，っていう感覚に近

いかも．』 

『じゃあ次はもっとこうしようって．』 

指
導
力
と
育
成
へ
の
責
任 

実習指導

における

指導力と

対応力の

向上 

実習生の受

け入れと指

導の工夫 

・初めての養護教諭実習受け入れと準備（A）（B）（D） 

・運動会に向けた保健活動と実習生の活用（B） 

・実習生の学びを考慮した保健行事の組み込み（A）（C） 

・授業の負担軽減を考えた実習生の活動（B）（C） 

・保健指導の重要性と実習生への挑戦機会（C） 

・実習生のスケジュール管理と指導計画の工夫（A）（B）（C） 

『どんな風に指導したらいいのか全然分からなくて，指導経験のある

先生に聞きまくった．』 

『保健指導は絶対やってもらおうと思って．やっぱり教える立場に立

つことも含めて，しんどいけど授業づくりって経験しておいたら，絶

対あとがラクだから．』 

実習指導と

業務の両立 

・自身の業務との両立の難しさ（C）（D） 

・実習準備の重要性と負担（A）（C）（D） 

・看護学部出身の自身と教育的指導の課題（B）（C） 

・看護学部所属の実習生の知識と適応力（A）（B） 

・実習生の積極性と信頼（A）（B）（C）（D） 

『実習を受け入れるってなったら，準備，頑張らなあかんなって思う．

何しようか，何伝えようかって考えるのは大変．実習中も自分の執務

もあるし．』 

『私は教育系の知識をちゃんと教えてもらったことないから，経験で

しか指導できないから．』 

実習生の指

導方法と関

わり方 

・学生の特性に応じた指導と関わり方の工夫（A）（B）（C） 

・実習指導を通じた基本の振り返り（A）（D） 

・実習生の課題に注目しすぎることへの反省（C） 

『学生さんのタイプにもよるけど，あんまり積極的じゃないタイプの

方だったら，「こうしたほうがいいよ」ってアドバイスすることの方が

多かったり．足りないところを探してしまったかも．』 

次世代養

護教諭の

育成と専

門職とし

ての責任

意識 

実習生受け

入れの意義

と育成への

自覚 

・養護教諭が一人職であるがゆえの実習生受け入れの意義（（B） 

・次世代の養護教諭育成への責任と受け入れの必要性（（B）（C）

（D） 

『養護教諭って一人だから．他の先生には分からない，自分だけが伝

えられる仕事があるし．』 

『やっぱり誰かが受け入れないと次の養護教諭が育たないから．』 

指導者とし

ての意識の

変化とキャ

リアの影響 

・ライフステージや経験の蓄積による意識の変化（A）（B）（C） 

・養護教諭の指導者としての役割を意識する年齢の変化（A）

（C）（D） 

『タイミングもあるかな．自分も子育てして，次世代を育てる意識と

か芽生えたかも．』 

『学生さんと年齢が近すぎたら，育てようっていう意識をもつのは難

しいかもしれんけど，今は思える』 

学
校
組
織
と
の
関
係

性 

学校組織

との連携

の強化と

調整力の

向上 

授業参加を

円滑にする

事前調整 

・実習生の授業参加のための根回しの重要性（B）（C） 

・事前調整としての授業日程確保の必要性（C）（D） 

 

『うちの先生たちは，どんどん授業やって下さい，って時間もらえる

んです．』 

『実習指導者としては，クラスに授業行かせてもらうとか，先の根回

しがちょっと足りなかったなっていうことが時々あった．』 

情報共有と

周知の工夫 

・実習生の存在を周知できなかったことへの反省（C） 

・保護者への周知の必要性(D) 

『保健室に来ない子は，実習生が来てることを知らないままだったと

思う．校長と相談して集会とかで紹介してもらえたらよかった．』 

     

表２ 実習指導を通じた養護教諭の経験 
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3.1 【養護教諭としての経験と実習指導への影響】 

3.1.1 ＜異動による校種間の比較と視点の変化＞ 
協力者たちは、それぞれのキャリアの中で培ってきた経

験や背景が、実習生への指導のあり方に影響していた。特
に、配置された学校種や異動経験は、養護教諭としての視
点や指導観に変化をもたらしていた。 
例えばかつて中学校に勤務していた養護教諭は『もう中

学生になったらどうしようもない。生活習慣も出来上がっ
てて。だから小学校は長くかかわれるし、どんな感じかな
って。』と、「中学生への保健指導の限界と小学校への異動
決意」を語った。中学校では心身の変化が顕著であるにも
関わらず、個々への継続的な支援に限界を感じており、小
学校での長期的な発達支援に魅力を感じて異動を決意した
という。このように、異動経験により協力者は、校種ごと
の児童生徒の特徴や指導の限界を比較し、自身の指導観を
見直す契機を得ていた。 
 
3.1.2 ＜小学校勤務を通して得た学びと指導への反映＞ 
実際に小学校で勤務を開始すると、その環境は中学校と

は大きく異なっていた。「小学校のきめ細やかな対応と中学
校との違い」という視点から、小学校では児童一人ひとり
への細かな対応が可能であり、この違いが実習指導の内容
や姿勢にも影響を与えた。実習生に対しては、保護者や担
任への細やかな連絡について指導を行っていた。 
さらに、「小学校でのアレルギー対応と危機管理の学び」

のように、食物アレルギーや慢性疾患のある児童への対応、
緊急時の対応に関する具体的なスキルが求められ、それら
が実習指導においても重要な教育内容として位置付けられ
るようになったという。加えて、教職員に向けてエピペン
や嘔吐物処理の研修を養護教諭が担っており、「小学校での
研修機会と知識の広がり」が経験されていた。こうした校
内での危機管理や研修の機会が、実習生にも伝えたい知識
として蓄積されていた。 
このように、小学校勤務で得られた学びは、実習生への

指導内容や姿勢に影響を与えており、単なる指導技術の伝
達を超えて、自身のキャリアを土台とした学びの継承とし
て表れていた。 
 

3.2 【実習指導を通じた専門性の再確認と深化】 

3.2.1 ＜実習を通じた自己成長と省察＞ 
協力者たちは、実習指導という機会を通じて、自身の養

護教諭としての在り方を見つめ直していた。例えば『養護
教諭ってどんな仕事ってお伝えせなあかんって思ったら、
振り返るから、自分のやってることを。』と語られたように、
実習生に業務の意義や魅力を伝えようとする中で、自らの
実践を言語化しようとする意識が芽生え、結果として「養
護教諭の仕事を伝えるための自己省察」が促されていた。 
また、「実習指導を通じた自身の変化」や「実習指導によ

る自己課題の発見」といった語りからは、実習を契機とし
た内省が専門職としての成長につながっていることがうか
がえた。例えば、『学生さんの対応見てたら、丁寧に問診し
てて。私ももう少し丁寧に詳しく聞こうとか思ったりした。』
というような、学生の丁寧な問診や子どもの訴えを聞き取
ろうとする姿勢から、自身の対応を反省したことが協力者
から語られた。実習生の行動や言動を通して「子どもへの
対応を振り返る機会としての実習」となったり、「実習生の
最新知識からの学びと自己省察」を経験するなど、若い世
代の視点から新たな気づきを得ていた。 
 このように、実習指導は協力者たちにとっても省察を深
め、専門性を再確認する機会となっていた。実習生の存在
が、協力者自身の成長を促す鏡として機能していることが
示唆された。 
 
3.2.2 ＜実習生の評価と指導者としての責任＞ 
 ここでは、指導者としての立場の重みに向き合う姿が語
られた。特に『評価付ける時に、この実習生の人生に関わ
ることやと思ったら、やっぱり緊張する。』という語りは、
評価者としての判断が実習生の将来に影響するという自覚
によるものであり、指導者の心理的負荷を表していた。 
また、「養護教諭の知識を伝えることへの慎重さと不安」

からは、実習生に何をどのように伝えるべきかという迷い
や、専門職としての自信と責任の間で揺れる姿が読み取れ
た。一方で、『この実習で、この先生の夢を潰してしまった
らあかんなって。養護教諭っていいな、って思ってもらい
たいのが一番。』のような「実習指導で『養護教諭の魅力』
を伝えることの重要性」という語りからは、単なる知識の
伝達ではなく、仕事への誇りや意義を次世代に継承してい
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くという使命感もうかがえた。 
 

3.3 【実習指導の負担と達成感の対比】 

3.3.1 ＜実習の成果と喜び＞ 
 実習指導の中で協力者たちが感じた充実感や達成感が語
られた。とくに『指導案を一緒に考えて授業をして、で、
子どもたちから反応が返ってきたら、私が授業したわけじ
ゃないけど嬉しいなっていう感覚はすごくあった。』（「実習
生の授業と子どもの反応による喜びの共有」）や「子どもの
笑顔を通じて実習生への良い経験提供を実感」といった語
りからは、実習生が子どもと関わる中で得た反応や成長の
場面を通して、指導者自身も喜びを分かち合っている様子
がうかがえた。 
また、「授業後の担任の先生からの感謝の言葉と意義の実

感」では、実習生の活動がクラス全体にも良い影響を与え
たことを実感し、指導者としての役割の価値を再確認する
場面が示されていた。 
このように、実習指導には多くの準備や労力を要するも

のの、実習生の成長や周囲の反応によって得られる喜びが、
それらの負担を上回る大きな意味ややりがいとして実感さ
れていた。 
 
3.3.2 ＜実習受け入れの負担と達成感＞ 
＜実習受け入れの負担と達成感＞では、実習指導の開始

に向けた準備の負担や、業務との両立への不安が複数の語
りから示された。「実習受け入れ準備の負担と事前計画の重
要性」に見られるように、スケジュール調整や受け入れ体
制の整備には多くの労力が必要であり、実習開始前には心
理的な負担も大きいことが語られた。 
『しんどいの分かってるけど、終わったら、「よっしゃ！

やった！」って思う感じ。スタートするまでがすごく嫌や
けど、っていう感覚に近いかも。』との語りは、開始前の抵
抗感と終了後の達成感とのコントラストが鮮明に示されて
いた。「実習指導のスタート前の負担感と終了後の達成感の
対比」では、『「やっぱり先生、私、養護教諭を目指したい
と思いました」って言ってくれて。ああ、よかったって思
って。』と振り返っていた。実習生からの言葉が実習指導の
価値を実感させる場面として語られた。 
このように、準備段階では負担感が先行するものの、実

習を通じて得られる実習生の成長や感謝の言葉は、協力者
たち自身にとって大きなやりがいとなり、結果的にポジテ
ィブな経験として記憶されていた。 
 

3.4 【実習指導における指導力と対応力の向上】 

3.4.1 ＜実習生の受け入れと指導の工夫＞ 
『どんな風に指導したらいいのか全然分からなくて、指

導経験のある先生に聞きまくった。』と語られたように、協
力者たちは、初めての実習生受け入れに際して不安や準備
の大変さを語っていた（「初めての養護教諭実習受け入れと
準備」）。その中で、運動会に向けた保健活動など、学校行
事を実習にうまく取り入れる工夫がなされていた（「運動会
に向けた保健活動と実習生の活用」）。 
また、実習生の学びを意識しながら、あらかじめ保健行

事の中に実習生の役割を組み込んだり（「実習生の学びを考
慮した保健行事の組み込み」）、授業の負担軽減を見据えて
活動の一部を共に考えたり、既存の教材や絵本を用いた指
導を提案したりといった対応も見られた（「授業の負担軽減
を考えた実習生の活動」）。 
さらに、『保健指導は絶対やってもらおうと思って。やっ

ぱり教える立場に立つことも含めて、しんどいけど授業づ
くりって経験しておいたら、絶対あとがラクだから。』と語
られたように、保健指導の本質を伝えるため、あえて実習
生が避けたいと感じる内容に挑戦させる意図もあった。こ
うした指導の実施には「実習生のスケジュール管理と指導
計画の工夫」が不可欠であり、指導者自身の計画力や調整
力も試される場面となっていた。 
これらの実践からは、実習を通じて指導者自身も工夫や

調整を重ねながら、結果的に指導力や対応力を高めていく
様子がうかがえた。 
 
3.4.2 ＜実習指導と業務の両立＞ 
実習指導を行うことと「自身の業務との両立の難しさ」

については、例えば毎日実習日誌へコメントを書いて返却
することへの負担感が語られた。また、『実習を受け入れる
ってなったら、準備、頑張らなあかんなって思う。何しよ
うか、何伝えようかって考えるのは大変。実習中も自分の
執務もあるし。』と実習前と実習中の率直な負担感が語られ
た。実習生の受け入れには事前準備が不可欠であり、それ
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3.1 【養護教諭としての経験と実習指導への影響】 

3.1.1 ＜異動による校種間の比較と視点の変化＞ 
協力者たちは、それぞれのキャリアの中で培ってきた経

験や背景が、実習生への指導のあり方に影響していた。特
に、配置された学校種や異動経験は、養護教諭としての視
点や指導観に変化をもたらしていた。 
例えばかつて中学校に勤務していた養護教諭は『もう中

学生になったらどうしようもない。生活習慣も出来上がっ
てて。だから小学校は長くかかわれるし、どんな感じかな
って。』と、「中学生への保健指導の限界と小学校への異動
決意」を語った。中学校では心身の変化が顕著であるにも
関わらず、個々への継続的な支援に限界を感じており、小
学校での長期的な発達支援に魅力を感じて異動を決意した
という。このように、異動経験により協力者は、校種ごと
の児童生徒の特徴や指導の限界を比較し、自身の指導観を
見直す契機を得ていた。 
 
3.1.2 ＜小学校勤務を通して得た学びと指導への反映＞ 
実際に小学校で勤務を開始すると、その環境は中学校と

は大きく異なっていた。「小学校のきめ細やかな対応と中学
校との違い」という視点から、小学校では児童一人ひとり
への細かな対応が可能であり、この違いが実習指導の内容
や姿勢にも影響を与えた。実習生に対しては、保護者や担
任への細やかな連絡について指導を行っていた。 
さらに、「小学校でのアレルギー対応と危機管理の学び」

のように、食物アレルギーや慢性疾患のある児童への対応、
緊急時の対応に関する具体的なスキルが求められ、それら
が実習指導においても重要な教育内容として位置付けられ
るようになったという。加えて、教職員に向けてエピペン
や嘔吐物処理の研修を養護教諭が担っており、「小学校での
研修機会と知識の広がり」が経験されていた。こうした校
内での危機管理や研修の機会が、実習生にも伝えたい知識
として蓄積されていた。 
このように、小学校勤務で得られた学びは、実習生への

指導内容や姿勢に影響を与えており、単なる指導技術の伝
達を超えて、自身のキャリアを土台とした学びの継承とし
て表れていた。 
 

3.2 【実習指導を通じた専門性の再確認と深化】 

3.2.1 ＜実習を通じた自己成長と省察＞ 
協力者たちは、実習指導という機会を通じて、自身の養

護教諭としての在り方を見つめ直していた。例えば『養護
教諭ってどんな仕事ってお伝えせなあかんって思ったら、
振り返るから、自分のやってることを。』と語られたように、
実習生に業務の意義や魅力を伝えようとする中で、自らの
実践を言語化しようとする意識が芽生え、結果として「養
護教諭の仕事を伝えるための自己省察」が促されていた。 
また、「実習指導を通じた自身の変化」や「実習指導によ

る自己課題の発見」といった語りからは、実習を契機とし
た内省が専門職としての成長につながっていることがうか
がえた。例えば、『学生さんの対応見てたら、丁寧に問診し
てて。私ももう少し丁寧に詳しく聞こうとか思ったりした。』
というような、学生の丁寧な問診や子どもの訴えを聞き取
ろうとする姿勢から、自身の対応を反省したことが協力者
から語られた。実習生の行動や言動を通して「子どもへの
対応を振り返る機会としての実習」となったり、「実習生の
最新知識からの学びと自己省察」を経験するなど、若い世
代の視点から新たな気づきを得ていた。 
 このように、実習指導は協力者たちにとっても省察を深
め、専門性を再確認する機会となっていた。実習生の存在
が、協力者自身の成長を促す鏡として機能していることが
示唆された。 
 
3.2.2 ＜実習生の評価と指導者としての責任＞ 
 ここでは、指導者としての立場の重みに向き合う姿が語
られた。特に『評価付ける時に、この実習生の人生に関わ
ることやと思ったら、やっぱり緊張する。』という語りは、
評価者としての判断が実習生の将来に影響するという自覚
によるものであり、指導者の心理的負荷を表していた。 
また、「養護教諭の知識を伝えることへの慎重さと不安」

からは、実習生に何をどのように伝えるべきかという迷い
や、専門職としての自信と責任の間で揺れる姿が読み取れ
た。一方で、『この実習で、この先生の夢を潰してしまった
らあかんなって。養護教諭っていいな、って思ってもらい
たいのが一番。』のような「実習指導で『養護教諭の魅力』
を伝えることの重要性」という語りからは、単なる知識の
伝達ではなく、仕事への誇りや意義を次世代に継承してい
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くという使命感もうかがえた。 
 

3.3 【実習指導の負担と達成感の対比】 

3.3.1 ＜実習の成果と喜び＞ 
 実習指導の中で協力者たちが感じた充実感や達成感が語
られた。とくに『指導案を一緒に考えて授業をして、で、
子どもたちから反応が返ってきたら、私が授業したわけじ
ゃないけど嬉しいなっていう感覚はすごくあった。』（「実習
生の授業と子どもの反応による喜びの共有」）や「子どもの
笑顔を通じて実習生への良い経験提供を実感」といった語
りからは、実習生が子どもと関わる中で得た反応や成長の
場面を通して、指導者自身も喜びを分かち合っている様子
がうかがえた。 
また、「授業後の担任の先生からの感謝の言葉と意義の実

感」では、実習生の活動がクラス全体にも良い影響を与え
たことを実感し、指導者としての役割の価値を再確認する
場面が示されていた。 
このように、実習指導には多くの準備や労力を要するも

のの、実習生の成長や周囲の反応によって得られる喜びが、
それらの負担を上回る大きな意味ややりがいとして実感さ
れていた。 
 
3.3.2 ＜実習受け入れの負担と達成感＞ 
＜実習受け入れの負担と達成感＞では、実習指導の開始

に向けた準備の負担や、業務との両立への不安が複数の語
りから示された。「実習受け入れ準備の負担と事前計画の重
要性」に見られるように、スケジュール調整や受け入れ体
制の整備には多くの労力が必要であり、実習開始前には心
理的な負担も大きいことが語られた。 
『しんどいの分かってるけど、終わったら、「よっしゃ！

やった！」って思う感じ。スタートするまでがすごく嫌や
けど、っていう感覚に近いかも。』との語りは、開始前の抵
抗感と終了後の達成感とのコントラストが鮮明に示されて
いた。「実習指導のスタート前の負担感と終了後の達成感の
対比」では、『「やっぱり先生、私、養護教諭を目指したい
と思いました」って言ってくれて。ああ、よかったって思
って。』と振り返っていた。実習生からの言葉が実習指導の
価値を実感させる場面として語られた。 
このように、準備段階では負担感が先行するものの、実

習を通じて得られる実習生の成長や感謝の言葉は、協力者
たち自身にとって大きなやりがいとなり、結果的にポジテ
ィブな経験として記憶されていた。 
 

3.4 【実習指導における指導力と対応力の向上】 

3.4.1 ＜実習生の受け入れと指導の工夫＞ 
『どんな風に指導したらいいのか全然分からなくて、指

導経験のある先生に聞きまくった。』と語られたように、協
力者たちは、初めての実習生受け入れに際して不安や準備
の大変さを語っていた（「初めての養護教諭実習受け入れと
準備」）。その中で、運動会に向けた保健活動など、学校行
事を実習にうまく取り入れる工夫がなされていた（「運動会
に向けた保健活動と実習生の活用」）。 
また、実習生の学びを意識しながら、あらかじめ保健行

事の中に実習生の役割を組み込んだり（「実習生の学びを考
慮した保健行事の組み込み」）、授業の負担軽減を見据えて
活動の一部を共に考えたり、既存の教材や絵本を用いた指
導を提案したりといった対応も見られた（「授業の負担軽減
を考えた実習生の活動」）。 
さらに、『保健指導は絶対やってもらおうと思って。やっ

ぱり教える立場に立つことも含めて、しんどいけど授業づ
くりって経験しておいたら、絶対あとがラクだから。』と語
られたように、保健指導の本質を伝えるため、あえて実習
生が避けたいと感じる内容に挑戦させる意図もあった。こ
うした指導の実施には「実習生のスケジュール管理と指導
計画の工夫」が不可欠であり、指導者自身の計画力や調整
力も試される場面となっていた。 
これらの実践からは、実習を通じて指導者自身も工夫や

調整を重ねながら、結果的に指導力や対応力を高めていく
様子がうかがえた。 
 
3.4.2 ＜実習指導と業務の両立＞ 
実習指導を行うことと「自身の業務との両立の難しさ」

については、例えば毎日実習日誌へコメントを書いて返却
することへの負担感が語られた。また、『実習を受け入れる
ってなったら、準備、頑張らなあかんなって思う。何しよ
うか、何伝えようかって考えるのは大変。実習中も自分の
執務もあるし。』と実習前と実習中の率直な負担感が語られ
た。実習生の受け入れには事前準備が不可欠であり、それ
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が負担となる場面も多かった（「実習準備の重要性と負担」）。 
特に、看護学部出身の協力者は、『私は教育系の知識をち

ゃんと教えてもらったことないから、経験でしか指導でき
ないから。』と語り、教育的視点での指導に悩みを抱えてい
た（「看護学部出身の自身と教育的指導の課題」）。一方で、
看護学部所属の実習生は基礎知識が豊富で適応力もあり、
その点では指導しやすさを感じる場面もあった（「看護学部
所属の実習生の知識と適応力」）。 
さらに、実習生が積極的に指導者に支持を仰いだり、指

導者の提案に応じたりする様子は指導者にとって大きな支
えとなり、信頼関係を築く中で指導の手応えも感じていた
（「実習生の積極性と信頼」）。こうした中で、実習指導と業
務の両立という困難さの中にも、やりがいや成長の機会が
見いだされていた。 
このように、協力者たちは自身の力量を試され、同時に

実習生の反応に支えられながら実践を重ねていた様子が語
られた。 
 
3.4.3 ＜実習生の指導方法と関わり方＞ 
 『学生その子、その子の特性を見ながら、どういう時に
どういう声かけをしてあげたらいいかな、気をつけてます
ね。』と語られたように、協力者たちは学生一人ひとりの個
性や特性に応じた対応の工夫を行っていた（「学生の特性に
応じた指導と関わり方の工夫」）。実習を重ねる中で、これ
まで当たり前に行っていた基本的な対応や説明を改めて見
直す機会となり（「実習指導を通じた基本の振り返り」）、自
らの指導スタイルを省みる契機となっていた。 
一方で、『学生さんのタイプにもよるけど、あんまり積極

的じゃないタイプの方だったら、「こうしたほうがいいよ」
ってアドバイスすることの方が多かったり。足りないとこ
ろを探してしまったかも。』と語られたように、実習生の課
題にばかり注目しすぎることで、実習生の努力や成長を見
落としていたことへの反省も語られた（「実習生の課題に注
目しすぎることへの反省」）。 
このように、実習生との関わりの中で、指導者自身も学

び続ける姿がうかがえた。実習指導は単に知識や技術を伝
えるだけでなく、指導者自身が関わり方を模索し、内省を
重ねる営みであることが語られた。 
 
 

3.5 【次世代養護教諭の育成と専門職としての責任意
識】 
 
3.5.1 ＜実習生受け入れの意義と育成への自覚＞ 
 協力者たちが専門職としてのキャリアを積む中で、次世
代の育成に対する責任意識が高まっていく様子がうかがえ
た。「養護教諭が一人職であるがゆえの実習生受け入れの意
義」では、例えば『養護教諭って一人だから。他の先生に
は分からない、自分だけが伝えられる仕事があるし。』と語
られたように、学校における唯一の専門職として、実習生
にその職務の実際を伝えることの重要性が語られた。 
また、「次世代の養護教諭育成への責任と受け入れの必要

性」では、実習の受け入れには負担も感じる一方で、『やっ
ぱり誰かが受け入れないと次の養護教諭が育たないから。』
と、後進を育てることも自身の役割の一つであるという自
覚が語られた。 
 
3.5.2 ＜指導者としての意識の変化とキャリアの影響＞ 
また、協力者たちは年齢や経験の蓄積を通して、指導者

としての立場や育成の担い手としての意識が変化していく
ことも示された。『タイミングもあるかな。自分も子育てし
て、次世代を育てる意識とか芽生えたかも。』という語りか
ら、個人のライフステージやキャリア形成が育成への自覚
に影響を与えていることが示された。 
このように、協力者たちは自身のキャリアと経験を通じ

て専門職としての在り方を再考しつつ、次世代の専門家育
成にも関与する姿勢を示していた。 
 

3.6 【学校組織との連携の強化と調整力の向上】 

3.6.1 ＜授業参加を円滑にする事前調整＞ 
 協力者たちは、実習生が授業に参加するためには、校内
での事前調整が不可欠であると語った。「実習生の授業参加
のための根回しの重要性」では、授業に関わる機会を確保
するためには、クラスの状況を把握した上で、担任との信
頼関係と事前の説明が必要であるという実践知が語られた。 
また、「事前調整としての授業日程確保の必要性」からは、

実習生の活動を具体化するには、日常業務の中での綿密な
スケジューリングと、教職員全体への理解と協力の取り付
けが求められることが示された。 
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3.6.2 ＜情報共有と周知の工夫＞ 
一方で、「実習生の存在を周知できなかったことへの反省」

では、情報共有や周知の工夫の重要性も語られた。実習生
を全校生徒に紹介する機会をもつよう、管理職に働きかけ
なかったために、実習生の存在を広く知ってもらえなかっ
たという課題も示され、指導者としての調整力が問われる
場面が浮かび上がった。 
このように、実習指導を通して、協力者たちは学校組織

内での情報共有や調整の在り方を再認識し、指導者として
の実践的な工夫を積み重ねていた。 
 

4 考察 

本研究は、養護教諭が実習指導を通じて何を経験し、ど
のように省察したのかを明らかにすることを目的としてい
た。その結果、協力者たちは、これまでのキャリアや実践
知をもとに実習指導にあたり、実習生との関わりの中で自
己の実践を内省し、専門性を再構築していた。また、実習
指導に伴う負担と達成感の往還が、次世代育成への責任感
や専門職としての自覚を促す契機となっていた。以下では、
得られた知見を4つの観点から考察する。 
 

4.1 実践知の再構成と専門性の深化 

 本研究では、協力者たちがこれまでのキャリアを通じて
培ってきた実践経験を基盤に、実習指導を展開していたこ
とが示された。異なる校種での勤務経験や日常業務を通じ
て得た知識・対応力は、実習生への具体的な指導内容に反
映されており、特に小学校での危機管理やきめ細やかな配
慮は、重要な指導項目として強く意識されていた。 
 実習指導は、単なる技能や知識の伝達の場ではなく、自
身の実践をふり返り、教育的意味を与えながら言語化し、
再構成するプロセスであることが明らかとなった。養護教
諭たちは、自らのキャリアの歩みを内省しつつ、次世代に
継承すべき実践知を選び取り、意図的に言語化していた。
このような省察的営みは、専門職としての自己概念や職務
観の再確認にもつながっていた。 
 さらに、実習に向けた準備や実施の過程では、管理職や
他の教職員との連携・調整が不可欠であり、学校組織内で
の他職種との協働関係をあらためて確認する機会にもなっ

ていた。こうした経験を通して、養護教諭としての専門性
は、個人の知識や技術にとどまらず、学校という組織的文
脈の中で機能していることが再認識され、専門職としての
社会的役割への自覚が一層促されていた。 
 このような実践知の言語化と再構成のプロセスは、
Schön（1984）が示した「省察的実践家（reflective 
practitioner）」としての専門職の在り方と合致する。すなわ
ち、実習指導という実践の場において、養護教諭が自身の
職務経験を省察し、暗黙知を再構造化することは、専門性
の深化と継承を可能にする重要な営みである。こうした省
察的実践は、次世代へ専門性をつなぐ教育的実践として位
置づけられる。 
 

4.2 双方的で生成的な学び 

協力者たちは、実習指導にあたって自らの実践を言語化
し、専門職としての姿勢や判断過程を実習生に説明したり
模範を示したりする中で、日々の行為を振り返る契機を得
ていた。実習生からの質問や活動を通して、自己の対応や
ケア観、健康観を見直す内省が生まれており、実習指導は
一方向的な教示にとどまらない、双方向的で生成的な学び
の場として機能していた。このような省察的実践は、教員
養成に関する先行研究においても、実習指導が指導教員自
身の内省を促し、専門職としての学びにつながることが指
摘されている（阿部他、2021；坂本他、 2024；浅井他、 
2025）。本研究の結果も、実習生の姿勢や視点に触れること
が、養護教諭自身の実践の再考や自己課題の認識へとつな
がるという点で、これらの先行研究の知見を支持するもの
である。 
さらに、実習生の持つ最新の知識や丁寧な対応を観察す

ることが、自身の実践を見直す契機となったことや、他者
の視点を通じて自己を再認識する過程が語られた点は、他
者の目を通して自己を捉え直すという「鏡としての他者」
（榎本、2014）の働きとも親和的であると考えられる。実
習生との関係性の中で指導内容を再構成したり、評価の重
みに向き合ったりする姿勢は、専門職としての自己理解と
職能形成が進行していることを示していた。 
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が負担となる場面も多かった（「実習準備の重要性と負担」）。 
特に、看護学部出身の協力者は、『私は教育系の知識をち

ゃんと教えてもらったことないから、経験でしか指導でき
ないから。』と語り、教育的視点での指導に悩みを抱えてい
た（「看護学部出身の自身と教育的指導の課題」）。一方で、
看護学部所属の実習生は基礎知識が豊富で適応力もあり、
その点では指導しやすさを感じる場面もあった（「看護学部
所属の実習生の知識と適応力」）。 
さらに、実習生が積極的に指導者に支持を仰いだり、指

導者の提案に応じたりする様子は指導者にとって大きな支
えとなり、信頼関係を築く中で指導の手応えも感じていた
（「実習生の積極性と信頼」）。こうした中で、実習指導と業
務の両立という困難さの中にも、やりがいや成長の機会が
見いだされていた。 
このように、協力者たちは自身の力量を試され、同時に

実習生の反応に支えられながら実践を重ねていた様子が語
られた。 
 
3.4.3 ＜実習生の指導方法と関わり方＞ 
 『学生その子、その子の特性を見ながら、どういう時に
どういう声かけをしてあげたらいいかな、気をつけてます
ね。』と語られたように、協力者たちは学生一人ひとりの個
性や特性に応じた対応の工夫を行っていた（「学生の特性に
応じた指導と関わり方の工夫」）。実習を重ねる中で、これ
まで当たり前に行っていた基本的な対応や説明を改めて見
直す機会となり（「実習指導を通じた基本の振り返り」）、自
らの指導スタイルを省みる契機となっていた。 
一方で、『学生さんのタイプにもよるけど、あんまり積極

的じゃないタイプの方だったら、「こうしたほうがいいよ」
ってアドバイスすることの方が多かったり。足りないとこ
ろを探してしまったかも。』と語られたように、実習生の課
題にばかり注目しすぎることで、実習生の努力や成長を見
落としていたことへの反省も語られた（「実習生の課題に注
目しすぎることへの反省」）。 
このように、実習生との関わりの中で、指導者自身も学

び続ける姿がうかがえた。実習指導は単に知識や技術を伝
えるだけでなく、指導者自身が関わり方を模索し、内省を
重ねる営みであることが語られた。 
 
 

3.5 【次世代養護教諭の育成と専門職としての責任意
識】 
 
3.5.1 ＜実習生受け入れの意義と育成への自覚＞ 
 協力者たちが専門職としてのキャリアを積む中で、次世
代の育成に対する責任意識が高まっていく様子がうかがえ
た。「養護教諭が一人職であるがゆえの実習生受け入れの意
義」では、例えば『養護教諭って一人だから。他の先生に
は分からない、自分だけが伝えられる仕事があるし。』と語
られたように、学校における唯一の専門職として、実習生
にその職務の実際を伝えることの重要性が語られた。 
また、「次世代の養護教諭育成への責任と受け入れの必要

性」では、実習の受け入れには負担も感じる一方で、『やっ
ぱり誰かが受け入れないと次の養護教諭が育たないから。』
と、後進を育てることも自身の役割の一つであるという自
覚が語られた。 
 
3.5.2 ＜指導者としての意識の変化とキャリアの影響＞ 
また、協力者たちは年齢や経験の蓄積を通して、指導者

としての立場や育成の担い手としての意識が変化していく
ことも示された。『タイミングもあるかな。自分も子育てし
て、次世代を育てる意識とか芽生えたかも。』という語りか
ら、個人のライフステージやキャリア形成が育成への自覚
に影響を与えていることが示された。 
このように、協力者たちは自身のキャリアと経験を通じ

て専門職としての在り方を再考しつつ、次世代の専門家育
成にも関与する姿勢を示していた。 
 

3.6 【学校組織との連携の強化と調整力の向上】 

3.6.1 ＜授業参加を円滑にする事前調整＞ 
 協力者たちは、実習生が授業に参加するためには、校内
での事前調整が不可欠であると語った。「実習生の授業参加
のための根回しの重要性」では、授業に関わる機会を確保
するためには、クラスの状況を把握した上で、担任との信
頼関係と事前の説明が必要であるという実践知が語られた。 
また、「事前調整としての授業日程確保の必要性」からは、

実習生の活動を具体化するには、日常業務の中での綿密な
スケジューリングと、教職員全体への理解と協力の取り付
けが求められることが示された。 
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3.6.2 ＜情報共有と周知の工夫＞ 
一方で、「実習生の存在を周知できなかったことへの反省」

では、情報共有や周知の工夫の重要性も語られた。実習生
を全校生徒に紹介する機会をもつよう、管理職に働きかけ
なかったために、実習生の存在を広く知ってもらえなかっ
たという課題も示され、指導者としての調整力が問われる
場面が浮かび上がった。 
このように、実習指導を通して、協力者たちは学校組織

内での情報共有や調整の在り方を再認識し、指導者として
の実践的な工夫を積み重ねていた。 
 

4 考察 

本研究は、養護教諭が実習指導を通じて何を経験し、ど
のように省察したのかを明らかにすることを目的としてい
た。その結果、協力者たちは、これまでのキャリアや実践
知をもとに実習指導にあたり、実習生との関わりの中で自
己の実践を内省し、専門性を再構築していた。また、実習
指導に伴う負担と達成感の往還が、次世代育成への責任感
や専門職としての自覚を促す契機となっていた。以下では、
得られた知見を4つの観点から考察する。 
 

4.1 実践知の再構成と専門性の深化 

 本研究では、協力者たちがこれまでのキャリアを通じて
培ってきた実践経験を基盤に、実習指導を展開していたこ
とが示された。異なる校種での勤務経験や日常業務を通じ
て得た知識・対応力は、実習生への具体的な指導内容に反
映されており、特に小学校での危機管理やきめ細やかな配
慮は、重要な指導項目として強く意識されていた。 
 実習指導は、単なる技能や知識の伝達の場ではなく、自
身の実践をふり返り、教育的意味を与えながら言語化し、
再構成するプロセスであることが明らかとなった。養護教
諭たちは、自らのキャリアの歩みを内省しつつ、次世代に
継承すべき実践知を選び取り、意図的に言語化していた。
このような省察的営みは、専門職としての自己概念や職務
観の再確認にもつながっていた。 
 さらに、実習に向けた準備や実施の過程では、管理職や
他の教職員との連携・調整が不可欠であり、学校組織内で
の他職種との協働関係をあらためて確認する機会にもなっ

ていた。こうした経験を通して、養護教諭としての専門性
は、個人の知識や技術にとどまらず、学校という組織的文
脈の中で機能していることが再認識され、専門職としての
社会的役割への自覚が一層促されていた。 
 このような実践知の言語化と再構成のプロセスは、
Schön（1984）が示した「省察的実践家（reflective 
practitioner）」としての専門職の在り方と合致する。すなわ
ち、実習指導という実践の場において、養護教諭が自身の
職務経験を省察し、暗黙知を再構造化することは、専門性
の深化と継承を可能にする重要な営みである。こうした省
察的実践は、次世代へ専門性をつなぐ教育的実践として位
置づけられる。 
 

4.2 双方的で生成的な学び 

協力者たちは、実習指導にあたって自らの実践を言語化
し、専門職としての姿勢や判断過程を実習生に説明したり
模範を示したりする中で、日々の行為を振り返る契機を得
ていた。実習生からの質問や活動を通して、自己の対応や
ケア観、健康観を見直す内省が生まれており、実習指導は
一方向的な教示にとどまらない、双方向的で生成的な学び
の場として機能していた。このような省察的実践は、教員
養成に関する先行研究においても、実習指導が指導教員自
身の内省を促し、専門職としての学びにつながることが指
摘されている（阿部他、2021；坂本他、 2024；浅井他、 
2025）。本研究の結果も、実習生の姿勢や視点に触れること
が、養護教諭自身の実践の再考や自己課題の認識へとつな
がるという点で、これらの先行研究の知見を支持するもの
である。 
さらに、実習生の持つ最新の知識や丁寧な対応を観察す

ることが、自身の実践を見直す契機となったことや、他者
の視点を通じて自己を再認識する過程が語られた点は、他
者の目を通して自己を捉え直すという「鏡としての他者」
（榎本、2014）の働きとも親和的であると考えられる。実
習生との関係性の中で指導内容を再構成したり、評価の重
みに向き合ったりする姿勢は、専門職としての自己理解と
職能形成が進行していることを示していた。 
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4.3 実習指導の負担と喜びが促す専門職意識 

実習指導には、多くの準備と調整が求められ、通常業務
との両立の中で心理的・時間的負担を伴っていた。実習日
誌への対応や指導計画の策定、授業機会の確保に向けた調
整などは、協力者にとって容易ではなく、特に初めての受
け入れに際しては不安や困難が強調されていた。 
一方で、実習生の積極的な姿勢や成長する姿、そして子

どもたちとのかかわりによって見せる反応は、協力者にと
って大きなやりがいや達成感につながっていた。実習生の
授業を通して子どもが笑顔を見せたり、担任から感謝の言
葉が寄せられたりする場面は、指導者としての役割意識と
誇りを強める経験となっていた。さらに、実習生からの感
謝や「養護教諭を目指したい」という言葉は、実習指導の
意味を肯定づけ、自己の役割の価値を再確認させるものと
なっていた。 
このように、実習指導に伴う負担と達成感の往還は、協

力者の専門職としての意識を明確化させる経験であり、次
世代育成の責任を自覚するプロセスでもあった。「誰かが受
け入れなければ次の養護教諭が育たない」と語る姿には、
社会的使命感と教育的責任が表れており、実習指導が単な
る業務にとどまらず、専門職としての自己認識を深め、次
世代を育てる責任を担う立場としての意識を高める営みで
あることが示されていた。 
 
4.4 養護教諭の学び・育成・組織連携の視点からの今
後の実習展望 

 
本研究は、養護実習における指導者としての養護教諭に

焦点を当て、その経験を通して実習指導が指導者自身にと
っても意味のある営みであることを明らかにすることを目
的としてきた。その結果、実習指導は単なる教育活動では
なく、指導者である養護教諭にとっても多面的なメリット
をもたらす重要な機会であることが確認された。 
特に本研究からは、第一に、実習指導を通して自己の実

践を省察・再構成する過程が、養護教諭自身の学びと成長
につながっていること、第二に、実習生の育成を担う中で、
自らの指導力や専門性を再認識し、次世代育成への責任感
や専門職としての自覚が高まること、そして第三に、校内
での調整や他職種との連携の必要性を経験する中で、学校

組織との関係性を見直し、組織的文脈における自らの役割
を再確認する機会となっていることが示された。 
こうした指導者にとっての意義がより実感され、実習の

質的向上が図られるためには、以下のような支援や環境整
備が求められる。まず、養護教諭同士が経験や悩みを共有
し、省察的対話を通じて互いに学び合える場の創出は、個々
の成長と実践知の洗練に寄与すると考える。また、実習の
進め方や指導の工夫に関する基本的な情報提供は、特に初
めて実習を受け入れる養護教諭にとって負担軽減につなが
り、指導への意欲と質の維持を支えると考えられる。さら
に、実習指導を学校全体の教育活動の一環と位置づけ、管
理職や他教職員の理解と協力を促進することは、組織的な
支援のもとで専門性を発揮する基盤となる。 
これらの取り組みを通じて、養護教諭にとっての実習指

導は「負担の多い業務」から「自己成長と専門性の発展を
促す営み」へと捉え直され、その社会的・教育的価値が再
評価されることが期待される。 
なお、本研究は、主に小学校および中学校に勤務し、養

護実習を受け入れた経験のある4名の養護教諭を対象とし
ており、その視点から実習指導の経験と学びを明らかにし
たものである。そのため、実習生側の学びや成長との相互
的関係については十分に捉えられておらず、今後の課題と
して残された。また、対象が特定の校種に限定されていた
ことから、養護実習の経験が校種によってどのように異な
り、どのような特徴を持つのかについても十分に検討され
ていない。 
今後は、養護教諭と実習生双方の視点を取り入れ、相互

の関わりの中でどのような学びや変容が生じているのかを
多角的に検討することが求められる。特に、高等学校や特
別支援学校といった他の校種で実習を受け入れている養護
教諭の経験に着目することで、校種特有の指導内容や指導
上の工夫、課題の違いが明らかになり、今後の養護実習の
在り方をより立体的かつ実践的に検討するための知見が得
られるものと考える。 
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4.3 実習指導の負担と喜びが促す専門職意識 

実習指導には、多くの準備と調整が求められ、通常業務
との両立の中で心理的・時間的負担を伴っていた。実習日
誌への対応や指導計画の策定、授業機会の確保に向けた調
整などは、協力者にとって容易ではなく、特に初めての受
け入れに際しては不安や困難が強調されていた。 
一方で、実習生の積極的な姿勢や成長する姿、そして子

どもたちとのかかわりによって見せる反応は、協力者にと
って大きなやりがいや達成感につながっていた。実習生の
授業を通して子どもが笑顔を見せたり、担任から感謝の言
葉が寄せられたりする場面は、指導者としての役割意識と
誇りを強める経験となっていた。さらに、実習生からの感
謝や「養護教諭を目指したい」という言葉は、実習指導の
意味を肯定づけ、自己の役割の価値を再確認させるものと
なっていた。 
このように、実習指導に伴う負担と達成感の往還は、協

力者の専門職としての意識を明確化させる経験であり、次
世代育成の責任を自覚するプロセスでもあった。「誰かが受
け入れなければ次の養護教諭が育たない」と語る姿には、
社会的使命感と教育的責任が表れており、実習指導が単な
る業務にとどまらず、専門職としての自己認識を深め、次
世代を育てる責任を担う立場としての意識を高める営みで
あることが示されていた。 
 
4.4 養護教諭の学び・育成・組織連携の視点からの今
後の実習展望 

 
本研究は、養護実習における指導者としての養護教諭に

焦点を当て、その経験を通して実習指導が指導者自身にと
っても意味のある営みであることを明らかにすることを目
的としてきた。その結果、実習指導は単なる教育活動では
なく、指導者である養護教諭にとっても多面的なメリット
をもたらす重要な機会であることが確認された。 
特に本研究からは、第一に、実習指導を通して自己の実

践を省察・再構成する過程が、養護教諭自身の学びと成長
につながっていること、第二に、実習生の育成を担う中で、
自らの指導力や専門性を再認識し、次世代育成への責任感
や専門職としての自覚が高まること、そして第三に、校内
での調整や他職種との連携の必要性を経験する中で、学校

組織との関係性を見直し、組織的文脈における自らの役割
を再確認する機会となっていることが示された。 
こうした指導者にとっての意義がより実感され、実習の

質的向上が図られるためには、以下のような支援や環境整
備が求められる。まず、養護教諭同士が経験や悩みを共有
し、省察的対話を通じて互いに学び合える場の創出は、個々
の成長と実践知の洗練に寄与すると考える。また、実習の
進め方や指導の工夫に関する基本的な情報提供は、特に初
めて実習を受け入れる養護教諭にとって負担軽減につなが
り、指導への意欲と質の維持を支えると考えられる。さら
に、実習指導を学校全体の教育活動の一環と位置づけ、管
理職や他教職員の理解と協力を促進することは、組織的な
支援のもとで専門性を発揮する基盤となる。 
これらの取り組みを通じて、養護教諭にとっての実習指

導は「負担の多い業務」から「自己成長と専門性の発展を
促す営み」へと捉え直され、その社会的・教育的価値が再
評価されることが期待される。 
なお、本研究は、主に小学校および中学校に勤務し、養

護実習を受け入れた経験のある4名の養護教諭を対象とし
ており、その視点から実習指導の経験と学びを明らかにし
たものである。そのため、実習生側の学びや成長との相互
的関係については十分に捉えられておらず、今後の課題と
して残された。また、対象が特定の校種に限定されていた
ことから、養護実習の経験が校種によってどのように異な
り、どのような特徴を持つのかについても十分に検討され
ていない。 
今後は、養護教諭と実習生双方の視点を取り入れ、相互

の関わりの中でどのような学びや変容が生じているのかを
多角的に検討することが求められる。特に、高等学校や特
別支援学校といった他の校種で実習を受け入れている養護
教諭の経験に着目することで、校種特有の指導内容や指導
上の工夫、課題の違いが明らかになり、今後の養護実習の
在り方をより立体的かつ実践的に検討するための知見が得
られるものと考える。 
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幼児期から始める科学教育の実践に関する研究 
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児童・⽣徒の理科離れが指摘されており、この実態を調べるために保育⼠、幼稚園教諭、

⼩学校教諭の養成課程に在籍する⼤学⽣ 98 名を対象に質問紙調査を⾏なった。この調査

結果を踏まえて、⼩学校第３学年理科「⾳の性質」につながる活動に着⽬し、「紙コップ

テレフォン」の活動を考案し、幼児期から始める科学教育の実践への検討を⾏なった。こ

の結果、幼児教育の活動に「紙コップテレフォン」を⽤いることへの知⾒が得られた。  

キーワード：幼児教育、⼩学校理科、保幼⼩連携、教材開発、理科離れ  

 
 

1 研究の背景 
 
1.1 保幼⼩の連携 
 

近年、幼児教育と⼩学校教育の連携について重要視され
ている。「幼児期の教育と⼩学校教育の円滑な接続の在り⽅
について（報告）」には、「幼児期の教育と児童期の教育は、
それぞれの段階における役割と責任を果たすとともに、⼦
供の発達や学びの連続性を保障するため、両者の教育が円
滑に接続し、教育の連続性・⼀貫性を確保し、⼦供に対し
て体系的な教育が組織的に⾏われるようにすることは極め
て重要である。」と⽰されている（⽂部科学省，2010）。 

保育⼠、幼稚園教諭、⼩学校教諭の連携について、幼稚
園教育要領の「第１章 総則 第３ 教育課程の役割と編成等」
には、「幼稚園においては、幼稚園教育が、⼩学校以降の⽣
活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼児期に
ふさわしい⽣活を通して、創造的な思考や主体的な⽣活態
度などの基礎を培うようにすること。」と⽰されている（⽂
部科学省，2018a）。また、保育所保育指針（厚⽣労働省，
2018）の「第２章 保育の内容 ４ 保育の実施に関して留意
すべき事項（２）⼩学校との連携」には、「保育所において

は、保育所保育が、⼩学校以降の⽣活や学習の基盤の育成
につながることに配慮し、幼児期にふさわしい⽣活を通し
て、創造的な思考や主体的な⽣活態度などの基礎を培うよ
うにすること。」さらに「保育所保育において育まれた資質・
能⼒を踏まえ、⼩学校教育が円滑に⾏われるよう、（中略）
円滑な接続を図るよう努めること。」と⽰されているように、
幼児教育の中で、⼩学校を⾒据えた教育・保育を⾏うこと
が必要とされている。 

⼩学校学習指導要領には、⼩学校学習指導要領の活⽤の
仕⽅について「幼児期の教育の基礎の上に、中学校以降の
教育や⽣涯にわたる学習のつながりを⾒通しながら、児童
の学習の在り⽅を展望していくため（後略）」と⽰されてい
る（⽂部科学省，2018b）。このことから幼児教育は⼩・中
学校教育や⽣涯教育の基礎となることからも、幼児教育と
⼩学校教育のつながりは重要視していかなければならない。
そのためには、幼児期から⼩学校への接続を円滑に進めら
れるような活動を推進していくことが求められる。 
 
1.2 幼児期の科学教育 
 

内⽥（2019）は、科学教育の定義として「⼀般に科学教
育とは、科学の知識概念、科学的⽅法などを、⾮科学者に


